思われる ものである。 

大蛇と 鰐との 闘争 も 珍しい 見 ものであるが、 なにぶ 

ひまつ 

ん にも 水の 飛沫が はげしくて 一 度 見せられた くらいで 

は 詳細な 闘争 方法が 識別 できに くいの が 残念である。 

これに 反して 虎と 大蛇との 取り組み は 実に あざやか 

である。 蛇の 闘 法 は 人間に はちよ つとまね がで きず、 

想像す る こと もで きない 方法で ある。 客観的 認識 はで 

き て も 主観的に は リア ライ ズ する - J と はでき な い 種類 

の ものである。 虎 も だいぶ 他の 相手と は 見当が ちがう 

ので 閉口 当惑の ていで ある。 蛇が 虎のから だに じり じ 

りと 巻き つ く 速度が 意外に のろい、 それだけに 無気味 



う。 勝った ほう は 生きる が 負かされた 相手 は 殺される。 

そうして、 その 時には 勝った ほう 殺した ほう も、 いつ 

また 他の も つ ともつ と 強い 相手に 殺される かも わから 

ない。 してみ ると、 彼ら は 殺される ために 生まれて 来 

たの だと も 言われる。 ここに ジャングルの 生命の 深い 

なぞが あり、 これと 連関して 人生の なぞが あり、 社会 

の なぞが ある。 この ジャングルの なぞが 解かれ る 日 ま 

では、 われわれ はそう 軽々 しく いろいろな イズム を 信 

用して 採用す る わけに は ゆかな いであろう という 気が 

する ので ある。 

(昭和 八 年 三月) 
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